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巻頭言

にするのが「説明」であり、テクストが何
について語っているのかを明らかにするの
が「理解」であると言い換えても良い。そ
して、両者が止揚されたところに「解釈」
が立ち上がる、もしくは両者は「解釈」によっ
て統合される。このように「説明」と「理解」
は解釈学的循環を構成するという。

一方、ガダマーはテクストを解釈する際
に「先入見」が必要であると説く。解釈者
は「先入見」なしにテクストを解釈するこ
とはできないのである。彼は「先入見」に
ポジティブな意味を見出し、テクスト解釈
のなかで「先入見」がたえず修正されてい
くプロセス、すなわちテクストと解釈者の
間でなされる相互の働きかけを解釈学的循
環と捉えた。それはまた、解釈者の先入見
の地平がテクストの歴史的地平と融合する
ことであるとし、それを「地平融合」とい
う言葉で表した。「地平融合」は、テクスト
と解釈者との間でなされる問いと答えの往
復運動であり、「対話」なのである。

これまで巻頭言では、人類学や宗教研究
における内と外（インサイダー / アウトサ
イダー）の問題や、人類学における「対話」
概念、フィールドワークにおける理解のあ
り方について考えてきた。これらの問題は
解釈学的循環の枠組みで捉え直すことがで
きる。しかし、解釈学的循環は解釈の原理
であって、実用的な方法論ではない。それ
は、社会科学におけるナイーブな客観主義
や実証主義に警鐘を鳴らしてくれるが、具
体的な研究においてどのようにして “ 妥当 ”
な解釈を実現させるのかを示してくれない。
解釈人類学者ギアーツに倣えば、解釈は本
質的に論争に耐えうれば良い（essentially 
contestable）ということになるが、そうであ
るとすれば、論争のなかで解釈を提示し続
けることによりその解釈だけでなく論争そ
のものも洗練させていくことが、私たちに
できることになる。

解釈学は、古来、古典や聖書の解釈、法
の解釈の領域で発達してきたが、現代の解
釈学は、テクストにどのように接するか、
テクストをどのように解釈するかについて
考える学問と言える。テクストとは言うま
でもなく text の日本語表記（カタカナ英語）
である。英語の text は日常用語としてはテ
キストと記すが、文芸批評や人文・社会科
学の分野では「テクスト」と表記すること
が多い。テキストであれば、文章や文献、
教科書（textbook）を意味するが、「テクスト」
は文字に書かれたあらゆる言語的プロダク
ト（言語作品）を意味し、さらに敷衍して、
解釈の対象となりうる文化的産物までも含
む。人間の作ったモノ、言説や行動様式も
テクストとして解釈される。

ところで、現代の解釈学の基本的な問題
として提唱されてきたのが「解釈学的循環

（Hermeneutic Circle）」である。テクスト解
釈においては、全体の意味を把握することで
部分の意味を理解することができ、部分を理
解することで全体の意味理解が深まる。この
解釈における「全体と部分の循環的な相互作
用」を指して「解釈学的循環」と呼ぶ。この
古くから知られている解釈における循環作用
は、「全体と部分」の構成を組み替えて捉え
られるようになっていく。例えば、リクール
の「説明」と「理解」との循環、ガダマーの

「解釈する者」と「解釈されるもの（テクスト）」
との循環は、いずれも解釈の必然的な構造と
して循環的な相互作用を唱えるものである。
「説明」のモデルを自然科学ではなく記

号論に求めたリクールは、「説明」とはテ
クストの構造を表出させることであると言
う。構造言語学といった客観的な科学によっ
てテクストの意味（sense）を露わにするこ
とが「説明」なのだ。一方、「理解」とはテ
クストが実のところ言及しているもの（non-
ostensive reference）を明らかにすることで
ある。テクストが言っていることを明らか
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